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ランドログパートナーインタビューvol.4

株式会社タダノ 様

ランドログとともに、建設業界が抱える課題解決に挑む企業を紹介するランドログ
パートナーインタビュー。第4回は、２０２１年5月に幕張メッセ（千葉）で開催された
CSPI-EXPO２０２１に出展された、株式会社タダノ様のブースにお伺いしました。

株式会社タダノ様は、ランドログパートナー制度立ち上げ時から参加して頂いており、
自社で提供している油圧式クレーンから取得できるデータだけではなく、建設業界の
様々なプレイヤーとの連携によってデータを活用していくことで、建設業界全体のDX
推進に取り組まれています。

取材日 ： ２０２１年5月14日

取材場所 ： CSPI‐EXPO2021 タダノ様出展ブース

伺った方 ： 株式会社タダノ

ソリューション推進部企画グループ 平田主査

マーケティング部商品企画グループ 上野アシスタントマネージャー
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はじめに

概要

企業情報

商号 ： 株式会社タダノ

資本金 ： 13,021,568,461円

設立 ： 1948年8月24日

従業員数 ： 単独1,438人、連結5,084人（2020年3月31日時点）

本社 ： 香川県高松市

事業内容 ： 建設用クレーン、車両搭載型クレーン及び高所作業車等の製造販売
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早速ですが、ランドログに参加したきっかけについてお聞かせください。

当社は、主に建設用クレーンや、車載型のクレーンなど
を製造している企業でして、当然、私たちが製造した建設
用クレーンに関しては、稼働状況などのデータを取得でき
る独自の仕組みを持っています。そのデータを使い、お客
様にさらなる価値をお届けするためのソリューションサー
ビスを構築して提供してきました。

そのような中、私たちの業界全体を見回した際、建機
メーカ各社が独自システムを持って運用している状況で
あることがわかりました。
それぞれの会社がそれぞれの顧客に対して価値を提供
している状況ではありますが、逆にいうと、「顧客が個社
ごとにロックインされている状況は、顧客にとって果たし
て幸せなのか」と考えるようになりました。

顧客に対する新しい価値を検討していくなかで、デジタ
ルソリューションの分野で先をいく北米からの様々な情報
に強く刺激を受けたのです。日本のメーカが提唱する
データの一元管理などは、今から７～８年前から導入検討
が進んでいたのです。

ソリューション推進部企画グループ 平田主査

～ 北米からの様々な情報を得て、どのような検討をされたのでしょうか。

お客様の情報資産を提供側のメーカーが個社ごとで抱え込み、独自システムを提供することをやって
いては、グローバルでは相手にならないと思いました。つまり、オープンプラットフォームを活用して、
シームレスにデータを使っていかないと、お客様に対する本当の価値提供を考えることができないの
ではないかと考えました。

そのような議論のなかで、「ランドログ」という企業が立ち上がり事業目的を拝見したところ、当社（タ
ダノ）の想いと同じ方向を向いていると思いました。ランドログと一緒に活動すれば、業種業態を問わ
ず、様々な分野でデータを通じたコラボレーションができるのではないかと感じました。

正直、オープンプラットフォームやデータ連携などは、やってみないとわかりません。しかし、挑戦する
ことで、その取り組みがお客様のメリットにつながっていき、参加しているデータ提供側にも利益が還
元されるのではないかと思いました。

実際、北米で建設系ソリューションを提供している企業は、データを活用するという観点から、様々な
パートナーとコラボレーションしている状況にあります。共通プラットフォームを持つ会社はプラット
フォーム間の連携を行い、購買や調達やメンテナンスやファイナンスや、様々なデータがつながっていく
状況を知ると、現状に対して危機感を抱かずにいられません。

「オープンプラットフォーム」・「様々なデータの連携」など、ランドログと同じ理念で活動ができると感
じた点が、ランドログ加入のきっかけと言えると思います。

～ パートナー制度の加入は、タダノ様の業界に対する強い思いからなのですね。
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ランドログパートナー活動における課題などはございますか？

大きく2つの課題があると感じています。
1点目は、ランドログオープンプラットフォームに対するデータの収集という点だと思います。ランド
ログの皆様がオープンである意識をもって活動されていることはパートナーとして認識していますが、
実際はコマツ様の色が強いと感じます。コマツ様の建機を扱っているパートナーは活動に参加してく
ると思いますが、コマツ様以外の建機を扱っている企業の参加が少ないと感じています。

2点目は、データを提供する企業側として、ランドログが主催する技術講習会で感じた課題です。
オープンプラットフォームへの接続に関しては、ある程度の技術や知識が求められると感じました。
一般的にコンサバティブなメーカはITとは距離があると思います。データをオープンプラットフォー
ムでつないでいくというアイディアは良くても、実際には「どうやったらいい？」という技術的なハー
ドルがあると思いました。

～ オープンにデータ利用することに関しての課題はいかがでしょうか。

情報をオープンにすることで、その企業のノウハウ
が流出してしまうと考えるのは少し違うと思ってい
ます。オープンにすることでの課題は、「データの持
ち主は誰であるか」という点です。

当社の製品をお使いのお客様のデータは、当社が
勝手に第三者に提供することはできません。機械の
情報や、使い方の履歴情報を見られたくないという
お客様も当然いらっしゃいます。

例えば、建設現場で移動式クレーンのデータをゼネ
コンなどが利用した際に、クレーンのオーナー（クレー
ン事業者）に直接的なメリットがないと、データを提
供する意義を感じてもらえないと思います。

実際のところ、データの活用により価値提供ができ
る市場は海外にあるのではないかと考えています。
当社（タダノ）においても、海外のお客様のほうが
データを活用するニーズが高いです。日本と比較す
ることではないのでしょうが、海外のお客様のほう
が「目的に叶った形でデータを活用している」という
感覚です。北米では何でもIT化しています。昨今のコ
ロナ対策においてもITを使っています。目的を達成
するためにデータを活用していくというように、目的
と手段を混同していない点が見習うところだと思い
ます。

ランドログパートナー活動の中で、海外の先進的な
技術をマネて、そしてサンプルとして国内のお客様に
見せるような活動をすることで、日本国内の業界DX
が進んでいく助力になるのではと思います。

（写真左） マーケティング部商品企画グループ
上野アシスタントマネージャー

CSPI-EXPO2021 イベント会場のオープン
スペースでヒアリングにご協力いただきました

～ それではタダノ様のブースでお話を聞かせてください。



©2021 LANDLOG Ltd. All Rights Reserved. 4

ランドログパートナーインタビューvol.4 株式会社タダノ様

御社がお持ちの技術についてご紹介いただけますか？

今回、イベントでも展示しておりますが、2つのソリューションを紹介させてください。
1つ目は「Lift API」という、当社（タダノ）製のクレーンから取得できる様々なデータを提供する

API群を提供するサービスです。
2つ目は、「ゲンバデサポート」というスマートフォンアプリの提供です。これは、タダノの車載型ク
レーンを利用されるお客様が、クレーンから出されるエラーコードをアプリで確認したり、現場での対
処方法がわかるスマホアプリです。

～ 興味深い取り組みですね。

これは、タダノ製のクレーンの演算機能やテレマティクスデータをインターネットで提供するAPI群
のことです。当社製のクレーンのデータを、他の建設系ソフトや、他の建設現場のデータと組み合わせ
ることを通じて、お客様に価値を産みだすことができると考えています。
また、タダノ製クレーンのBIMモデルを無償で公開しています。このデータはもちろんBIMアプリ
ケーションAutodesk® Revit® で活用いただけるようになっています。
クレーンを実際の３Dモデル内で動かすこともできるため、揚重の計算やクレーンの設置場所など
を検討することができます。

Lift APIの概要 （タダノ様ホームページより）

主催者からの取材に対応する平田様

Autodesk®Revit®にタダノ様クレーンを配
置したイメージ （タダノ様ホームページより）

【Lift APIについて】
https://www.tadano.co.jp/service/digitalservice/index.html
【BIMモデルについて】
https://www.tadano.co.jp/service/data/BIM.html

今回の展示では、 Autodesk® Revit® でBIMの
モデルが動作しているところをご覧いただけます。

大事なことは、BIMを利用されている方が、建設用ク
レーンのデータを作るのが大変だという声からなので
す。実際のクレーンのデータ作成はとても大変なので、
作業負担を軽減できればという考えで取り組みました。
このような取り組みからも、建設業界全体のDXに貢
献できればと考えているところです。

～ 「Liｆｔ API」について教えてください

Check！

https://www.tadano.co.jp/service/digitalservice/index.html
https://www.tadano.co.jp/service/data/BIM.html
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お客様が現場で利用されている車載型クレーンの支援をス
マートフォンアプリで実現するサービスです。
車載型クレーンのコントロールパネルに表示されるエラーコー
ドや、カーゴクレーンが発する音声メッセージを検索して、詳し
い内容や、現場での対処方法を調べることができるアプリケー
ションです。
他には、車載型クレーンの取り扱い方法を動画で見ることがで
きたり、点検・整備のためのサービス工場を地図で検索すること
ができます。
緊急時は、ハローサービス24コールセンター（ナビダイヤル）に
より、オペレータが対応しています。

アプリの画面イメージ

～ 「ゲンバデサポート」についてもご紹介ください。

～ アプリケーションを提供した反響はいかがですか？

【ゲンバデサポートについて】
https://www.tadano.co.jp/service/gembadesupport/

まだ提供開始後でもあり十分にお客様の声が集まっていない
状況なのですが、当社（タダノ）としては、このようなアプリケー
ションにより、現場で作業されている方が困ったときに、スマホ
などの情報ツールで多くの情報を入手し、現場の方を支援する
ことができるという点を、広く知っていただくことに価値がある
と思います。

～ ご紹介いただいたサービスは、動画などで知ることができるのでしょうか。

そうですね。当社のYouTubeのタダノ公式サイトにも掲載しています。そのほかに、先ほどご説明し
た「Lift API」＋「BIMモデル」についても動画がありますので是非ご覧いただければと思います。

展示商材を丁寧に説明していただきました
（写真は上野様）

左の画像をクリッ
クすると「ゲンバ
デサポート」の紹
介動画にリンクし
ます。

左の画像をクリッ
クすると「Lift 
API」＋「BIMモデ
ル」の紹介動画に
リンクします。

https://www.tadano.co.jp/service/gembadesupport/
https://www.youtube.com/watch?v=6sa6L8JoCZs
https://www.youtube.com/watch?v=wS0JmiOh7rQ
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ゲンバデサポート～制作秘話～
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最後に、パートナー活動に関するこれからの期待などをお聞かせください。

当社では近年、社内で様々なデータ活用モデルの検討を行ってきました。並行してランドログを通
じたパートナー活動も同様です。私たちの感覚ではありますが、当社のトップ層をはじめとしてデータ
ビジネスに関する意識が社内全体で変わりつつあると感じています。毎年度、DX元年のようなイ
メージで社内議論が行われているとでも言えると思います。そこが大きく変わったところでしょうか。
ランドログは、当社も含めた様々なパートナー企業が集い、必要なデータがランドログに行けばある
というオープンデータプラットフォームが実現できるようになればいいなと考えています。

ＣＯＶＩＤ-19による緊急事態宣言のなか開催されたCSPI-EXPO2021でしたが、来場者制限や入口
での検温・消毒等の対応により無事開催されました。

タダノ様へのインタビューは、タダノ様をはじめ来場者様のご迷惑にならないよう、イベント会場の隅で
取材させていただき、また、長時間の対面とならないよう留意いたしました。

今回、タダノ様が発表されていた「Lift API」は、タダノ様のクレーンのデータを提供するAPI群です。
インタビューの中でオープンな取り組みについてご説明いただきましたが、まさに有言実行のソリュー
ションであると感じました。

ランドログも、このような活動をされている企業様との連携や、データの繋がりを通じて、建設業界の
底上げに寄与したいと思います。

取材後記

（写真左）：ソリューション推進部企画グループ 平田主査
（写真右）：マーケティング部商品企画グループ 上野アシスタントマネージャー

周辺の来場者や説明員の皆様の状況を確認し、最後に写真
を撮る瞬間のみマスクを外して撮影させていただきました。

Autodesk® Revit® は、いずれも、米国Autodesk,Inc.,およびその子会社、または他国の関係会社の商標です。
本書に記載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標および登録商標です。
本書に記載されたURL等は、予告なく変更される場合があります。


